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技
能
功
労
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

藤
村
　
守ま

も
る

（
電
気
工
事
士
）

丹
羽
　
克か

つ
ゆ有

（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
）

池
本
　
惠え

み

こ
美
子
（
理
容
師
）

大
田
　
扶ふ

さ

こ
佐
子
（
美
容
師
）

三
原
　
孝た

か
し司

（
製
瓦
職
）

道
上
　
英え

い
じ司

（
製
瓦
職
）

渡
　
修し

ゅ
う

一い
ち

（
建
具
工
）

岡
田
　
秋あ

き
ひ
ろ廣

（
食
品
機
械
加
工
）

中
田
　
秀ひ

で
の
り徳（

室
内
装
飾・ク
ロ
ス
張
）

　
長
年
優
れ
た
技
能
で
職
業
に

従
事
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や

後
継
者
の
育
成
に
貢
献
し
た
人

を
た
た
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技

能
功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23

日
、
市
役
所
第
２
別
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
日
、
市
商
工
会
が
主
催
す

る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従
業
員
表

彰
式
も
催
さ
れ
、
40
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

優
れ
た
技
能
で
地
域
に
貢
献

市
技
能
功
労
者
表
彰

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長
賞

　
西
山
　
寧ね

ね音
（
賀
集
小
） 

　　
兵
庫
県
が
実
施
し
た
審
査
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

兵
庫
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

　
武
田
　
莉り

こ子
（
三
原
中
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
「
南
あ
わ
じ

市
小
・
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
発
表
会
」
が
11
月
22
日
、
市

地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
小
中
学
生
の
作
文

42
点
の
中
か
ら
10
点
が
入
賞
作

品
に
選
ば
れ
、
受
賞
者
に
よ
る

作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
中
田
　
萩し

ゅ
う

（
榎
列
小
）

優
秀
賞 

　
古
水
　
明あ

き
な奈

（
賀
集
小
）

　
濱
野
　
航こ

う
だ
い大

（
榎
列
小
）

佳
作

　
濱
口
　
誠せ

い
の
す
け

之
輔
（
榎
列
小
）

　
今
田
　
葵あ

お
し士

（
榎
列
小
）

　
大
輪
　
花は

な
（
辰
美
小
）

　
神
田
　
琴こ

は
る春

（
倭
文
小
）　

中
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
吉
川
　
花か

の
ん音

（
三
原
中
）

特
別
賞
　
※
敬
称
略

更
生
保
護
女
性
会
長
賞

　
船
本
　
玲れ

あ
ん杏

（
市
小
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催

同作文コンテストで入賞した児童・生徒ら

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
６
８
０
地
区

淡
路
グ
ル
ー
プ
と
協
定
を
締
結

力
の
向
上
と
災
害
時
の
迅
速
な

支
援
体
制
の
構
築
を
目
的
に
締

結
し
た
災
害
時
応
援
協
定
で

す
。

　
本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
グ

ル
ー
プ
の
人
材
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
支
援
、
平
時
に

お
け
る
防
災
訓
練
や
講
習
会
な

ど
へ
の
協
力
支
援
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
11
月
27
日
、
淡
路
島
３
市
と

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
６
８
０

地
区
淡
路
グ
ル
ー
プ
は
「
地
域

防
災
力
向
上
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
締
結

式
は
、洲
本
市
役
所
で
行
わ
れ
、

同
グ
ル
ー
プ
の
徳
梅
明
彦
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
と
３
市
長
が
協
定
書

に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
多
様
な
業
種
の

専
門
職
が
集
ま
る
同
グ
ル
ー
プ

と
淡
路
島
の
３
市
が
地
域
防
災

（左から）同グループ 本名孝至 前ガバナー補佐、
徳梅ガバナー補佐、淡路島3市長

技能功労者表彰式の様子

吉備国際大学吉備国際大学からのからのお知らせお知らせ

　農学部では、地域での実践的な学びを重視した授業
科目「インターンシップ」を開講しています。学生は希
望する業種や企業で職場体験を行い、社会で求められ
る姿勢や地域の課題について理解を深めてきました。
　ご協力いただいた事業所の方 を々お招きし、12 月
10 日に最終報告会を開催しました。学生は体験内容や
学んだことをスライドで紹介し、会場には真剣で温かな
雰囲気が広がっていました。ご出席いただいた担当者
の方からは、「アフタースクール事業に参加した学生は、
初日は児童とのやり取りに戸惑う様子もありましたが、
次第に笑顔が増え、最終日にはとても明るい表情で過
ごしていました」と、学生の成長を感じられる温かいコ
メントをいただきました。
　インターンシップの実施にあたっては、市内の多くの
企業・団体の皆さま、そして地域の皆さまから多大なご
協力とご支援をいただいております。学生の学びを支え
てくださる地域の力に、心より感謝申し上げます。

インターンシップ報告会を開催

地域創成生涯学習講座2025（無料、事前予約制）
第９回「痛みに悩まないためのウォーキング講座」
日時　１月 14 日（水）11:00 ～ 12：00
講師　人間科学部人間科学科 准教授　井上 優
会場　南あわじ志知キャンパスＣ棟３階大講義室
申込方法　電話または FAX
申込期限　各回開催前日の 17 時まで
申込み・問合せ先
　同大学南あわじ志知キャンパス 地域連携センター
　☎ 0799-42-4708（平日の 9:00 ～ 17:00）
　F 0799-42-4701 （土日祝も受付可）
　　 kiu-aw@kiui.ac.jp

　本取り組みは、学生が地域の現場で実践的に学ぶ
機会だけでなく、学生一人ひとりが自らの現状を振り返
り、課題を認識する良い経験の場となりました。
　今後も地域とのつながりを深めながら、教育のさらな
る充実に努めてまいります。

災
害
時
応
援
協
定
団
体
と
の
連
携
を
再
確
認

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練営

訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
生
か
す
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
今
回
の
訓
練
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
て
、
災
害
時
応
援
協
定
の
実
効
性
を

確
認
す
る
た
め
、
協
定
締
結
先
と
の
実
践
的
な
訓

練
や
、
協
定
締
結
団
体
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
、
災
害
時
の
市
の
受
援
体
制
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
協
定
締
結
先

と
の
連
携
を
強
化
し
、
受
援
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
有
事
の
際
に
適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う

防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
た
め
、
11
月
16
日
に
南

あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
市

内
で
最
大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
し
、
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
市
内

で
約
５
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
市
小
学
校
の
訓
練
に

は
、
同
校
の
児
童
や
地
域
住
民
、
関
係
者
ら

８
２
４
人
が
参
加
。
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
と

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
が
連
携
し
て
実
施
し
た
建
物

火
災
想
定
訓
練
、
市
小
児
童
ら
に
よ
る
防
災
学
習

発
表
、
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
な
で
し
こ
分
団
に
よ

る
救
命
講
習
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
避
難
所
運


